
水 稲

昭和45年から始まった減反政策は、年毎に厳しさを増し、昭和59̃61年においてはや

米価据置き、 62年度から水田農業確立対策により転作面積の拡大と転作補助金の大巾

を減額に加えて、 31年ぶりの米価引下げによって、高齢化、婦女子化する現状の中に

あって、農業に対する不安は、はかりしれ老いものがある。

牛 耕 S35当時 もみま き

田 植 S42

S40頃

稲刈り S42頃
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籾すり楼 S42

コンバイン試運転 S46へ

バインダー

精 米 所

久万ライスセンター S52設置

(明神S43設置・直瀬S48設置)
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10月は「米消費拡大推進強調月間」

5I年度から米消費拡大運動始まる。 日本型食生活の普及59年度林業まつり会場

おコメの1人1年当たりの消費量は、 37年度の118k9をピークとして減少し、 45年度は、

は97k9、現在は72k9と約6割の消費となってきた。
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高原野菜の振興

大 根

気象・立地条件を加味して、準高冷地における夏秋野菜を振興している。トマト・

昭和53年、キャベツ・昭和57年、大根・昭和61年に国の指定産地となっている○

今後においても、地域の特性を生かし高齢者や婦人にみあった作目の振興も考えて、

前進しかすればをらない。

消費者か好む

低農薬栽培

農用地造成

11.3ha (作付9.Oha)

昭和59へ64年度事業

直瀬西山団地

大根は畑野川地区を中心に昭和36年頃に栽培が始まり「みの早生大根」を主体に作

付されてきたが、近年の消費動向から高品質重視の「青首大根」栽培となっている。

主に四国市場を中心として出荷されているが、連作障害等の諸問題がでてきている。

昭和62年度 生産戸数79戸 栽培面積35ha
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ピーマン栽培については、昭和51年頃から

市場販売が始まったが、高齢化が進展する中

で、軽量作目の動入が必要となってきた。

昭和61年度に山振事業でピーマン選果機を

導入したことにより、生産量は倍増し、 1億

円生産作目となった。

112戸の農家 =4.8hα 
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キャベツの栽培は、昭和30年頃より始まり 当地

の代表的な野菜として県内、高知市場を中心に出

荷され一時栽培面積が減少した時期もあったが、

地域の特産野菜づくりと水田高度利用から面積拡

大が図られ7月から10月出荷の夏秋キャベツ産地

とな っている。

S .62年度生産農家戸数186戸 栽培面積25ha 

婦人による収穫
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ミ久万町農業の顔

ト マ ト\

昭和45年の米の生産調整を契期に、農協が中心にをって、水田利用のトマト栽培を推奨し、

計画的生産と流通対策を講じ、高原特産物としての銘柄を築いてきた。46年1月トマト部会発足。

昭和53年6月26日、国の野菜指定産地に指定され、 58年から全面雨除けハウスとなり、良質

をトマトが生産され阪神市場では㊨完熟トマトで好評を得ている。

62年度実績19.5ha= 1,鎚2t = 540,718千円(栽培農家115戸)

S46へS57 露地栽培 ハ ウ ス 団地

S58へ 全面雨除けハウス栽培
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試験、研究(久万農試、普及所)

(詰富諾)1・135面

37

予 冷 施 設

(62年度 新設)324.35証



久万農協5億円突破記念大会 昭和59年度

久万町において、 60年度にトマト販売額が566,763千円とをり、

米の482,337千円を抜き、名実とも西日本一の産地と在った。

チェリートマト
24戸の農家により1.5 ha栽培
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唇 音臆臆旦

久万の養蚕の歴史は古く、明治20年ころに導入されているが、新しい蚕業指導体系による養

蚕が取り入れられたのは昭和38年である。各地域の段畑を中心として桑園づくりは活発となり、

昭和45年には90ha、養蚕農家も225戸と増加してきた。しかし生糸は国外からの輸入により繭

価の変動が激しく、また、飼育農家の高齢化も伴をい生産意欲が薄れてきている。

久万町においては、 57年度に8カ町村共同の稚蚕飼育所を設置し近代化を図るとともに優良

繭の安定的を生産をめざして努力を重ねているが、 62年度においては糸価の大幅を引き下げが

をされるをど厳しい状況下にある。 62年28ha、養蚕農家32戸とをっている。

桑のつみとり 飼育 S39

飼育 S45

桑団地整備

39

昭和57年度 中予稚蚕共同飼育所



\)一客盆っ堕到
たばこは、昭和27年から栽培され、専売品であったため栽培農家も慎重を期し、その取扱い

については厳重‡膏旨導で進められた。 35年当時は21ha・68tで、 45年67ha ・ 139t と増加した

が、 55年には48ha・99t と大幅に減少してきた。

近年の消費傾向としてニコチンタール含量の少をいものが好まれ、愛煙家数も減少してきて

いる。 62年30ha ・78t 、 61年に専売から日本たばこ産業㈱への移行により消費者ニーズにあっ

た、量から質への移行がなされて厳しい生産調整がをされている。

たばこ団地

昭和53年3月には、直瀬団地たばこ生

産組合が「朝日農業賞」を受賞した。

共同乾燥施設 S62
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茶

茶園展示圃

機械によるつみとり

製茶工場
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」塞」

くりは、父二峰地区を中心として昭和43年ごろより広まった。 45年のピーク時には60haの増

反とめざましいものがあり、県協議会で連続1位を3回受賞するをど傾斜地をうまく利用し、

県内においても先導的役割を果たしていた。しかし更新手遅れや、他国からの輸入による値く

ずれ、国道380号線拡張工事等によって優良地が少をく在ってきた。

62年度 29.4t 8,764千円 147戸 40ha

成 木

みつまた 

観光農業のくりひろい

三 極

三極(ミツマタ)は、紙の原料として栽培されてきた。上浮穴地方では、明治20年頃から傾斜

畑でも栽培でき、加工は冬場の農閑期作業で しかも換金作目としても有利をことから盛んと

をった。三種は、椿にくらべて繊維は短いが、繊細でねぼりが強く光択があり、独特の製紙、
紙幣原料である。

戦後、スギ・ヒノキの人工造林熱の高まりによって、三種畑はをく有り、昭和40年頃には三
極むしの光景はほとんど姿を消した。

成育状況
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田 園

牛や馬が、農耕や運搬の労働力としての役目

をおえてから久しい。牛馬が村から姿を消した

のは昭和40年代半ばである。

牛がいをいと駄屋が淋しいと感じていた農家

も残り少をく在った。 62年肉用牛飼育農家42戸

1,110頭(内、経済連1,050頭)馬、豚0とを

っている。現在、高齢者・婦人グループによる肉用牛の振興を図っている。

婦人グループ勉強会
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現在の野尻市 肉用牛飼育農家(落合)



肉用牛センターの概要 47.5ha

久万町大字直弼字西山乙1 ,403-1

育成会

昭和59、 60年度

経済連

肉用牛センター全景

7億1,300万円

ミ肉用牛生産

振興の拠点、

放 牧

トラクター収穫
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養 鶏(ブロイラー) 

昭和63年(上直瀬)

養 漁 

あめ、ますの養殖
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農産加工 
恵まれた自然条件の中で栽培から加工まで24名の農家婦人により一貫した手づくり体制での

ぞんでいる。

57年度 農産物加工場

「久万山漬」  157.75壷

漬物包装

62年度 宮森生活館 136.86壷

46

豆腐、こんにゃくづくり



昭和52年 久万町農家高齢者創作館落成 共同作業 かんぴょうづくり

昭和61年

10周年記念

芸能発表

町内のしめかざりは一手にひきうけます。
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環境施設整備事業

上田集会所 改修前 昭和62年度 新築 71.72m

昭和58、 59年度

直瀬住民センター1.008.25肩
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整備前岩川地区第二次農業構造改善事業昭和51年度

549hαの水田の内72%にあたる 397.7加が完昭和40年から各種補助事業で積極的に水田の区画整理に取組み、今日では、
了した。

ヰ与

t..O 

整備後

現在、整備された圃場においては、大型機械が導入され、稲作は大幅に省力化され、余剰労力によって、高原野菜の栽培

へと移行してきた。



西ノ浦地区

整備前

印

(
)

整備後



農業気象、鳥獣被害
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集落営農の促進
日本農業を取り巻く環境は、内外とも厳しいものがあるが、このようを時代に対応し、農業

を振興し集落を守っていくためには、地域の人々が互いに知恵を出し合い、ひざを交えた話し

あいの中から、集落の農業について真剣に考える必要がある。

久万町においては各種会合をより多くもち、集落営農の促進に努めている。

昭和60年度 産業おこしと地域づくりシンポ 昭和61年度 営農指導者協議会
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昭和62年度 父二峰京樽推進協議会 昭和63年度 集落座談会



農業協同組合歴代役員

久万町農業共同組合
組合長 井部栄治

昭28年へ40年

川瀬農業協同組合
組合長 小椋節三郎

昭23年へ35年

新久万農業協同組合
初代組合長 土居 寛

昭48年へ50年

久万町農業協同組合
組合長

昭44年へ48年

畑野川
昭30年へ40年

父二峰農業協同組合
組合長 上岡民好

昭33年へ39年

川瀬農業協同組合
組合長 石丸正助

昭35年へ40年

久万農業協同組合
二代組合長 坂本素行

昭50年へ52年

53

父二時農業協同組合
組合長 井口利太郎

昭28年へ33年

昭39年へ40年

新久万町農業協同組合
初代組合長 田中 執

昭40年へ叫4年

明神農業協同組合
組合長 昭23年へ40年

久万農業協同組合
三代組合長 西森 勧

昭52年一現在
専務 久万町農業協同組合

昭47年へ48年

久万 "

昭48年へ52年



明神農業協同組合
専務 重松熊夫

昭34年-40年

久万農業協同組合
専務 白石研太郎

昭44年へ47年

常務 昭40年へ44年

父二晩農業協同組合
昭28年へ40年

久万農業協同組合
常務 毒見庄三郎

昭48年へ49年

久万町農業協同組合
専務 大野利男

昭35年へ36年

昭37年へ40年

父二峰農業協同組合
常務 竹井 薫

昭39年へ40年
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久万農業協同組合
専務 伊藤忠典

昭52年一現在

川瀬農業組合
専務 菅 薫明

昭23年へ35年

久万農業協同組合
常務 成野 覚

昭33年へ39年

久万農業協同組合
常務 日野直観

昭52年へ58年

畑野川農協 専務
昭39年へ40年

久万農業協同組合
常務 高木秀雄

昭48年へ52年

久万農業協同組合
専務 館野義行

昭58年一現在



久万農業協同組合本所 昭和51年5月落成

本所・生活課事務所

55

農機具・車両センター



トマト、ピーマン、栗の撰果場、野菜予冷庫

農産物貯蔵庫、ライスセンター等の菅生施設団地

菅生施設団地の米の出荷とトマトの撰果
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明神支所 昭和46年3月落成

畑野川支所 昭和45年3月落成

父二峰支所 昭和38年12月落成

久万支所 昭和56年6月落成

直瀬支所とAコープなおせ店

昭和49年1 1月落成

上畑野川出張所とAコープひのもと店

昭和57年9月落成
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東明出張所

二名出張所

下直瀬出張所

育苗センター(直弼生産団地)

愛媛県経済農業協同組合連合会和牛センター
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久万木 業 

1林業構造改善総合調査で久万林

業の方向づけが報告された。

昭和37年8月 中間報告会

昭和38年6月 まとめ発表会

◆昭和58年6月

久万町役場に林業課が設置される。

上浮穴地方育林技術大系図が昭和44年に作られ

昭和62年3月1日に改正された。
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様になる。)

A 
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磨丸太加工
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人工紋(昭和40年頃より)
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除間伐の推進

本町でも間伐の遅れた山林が目立ってきており、町では独自に除間伐に対して補助金

を出す。除問伐緊急対策事業を昭和61年度~昭和63年度の問実施している。

地域説明会

T(昭和62年2月8日下畑野川)

61 

‘久万町除間伐緊急対策事業推進員会

(昭和61年7月15日)

現地講習会

T(昭和62年2月8日下畑野川)



イ 乍 業 道 

林道の補完として、開設された作業道

▲工事中 ▲昭和60年、間伐促進総合対策車業

菅生 岩井各線

木 内イ 乍業 車道 
運搬車を使った搬出を行う為に、林道、作業道を基幹として、林内作業車道の開設が

昭和56年頃より栄んに行われる。

搬出ト

▲林内作業車道 ▲工事中
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木 本 市 場 

昭和37年

久万町辻に松山営林署の

大貯木場が開設

昭和44年㈱久万木材市場開設

昭和60年12月

㈱父二峰銘木市場開設

63

昭和44年県森連久万山木材市場開設

昭和61年

久万町森林組合木材市場開設



し い た け 

栽培の歴史は、古く江戸時代に始まるといかれているが久万町では昭和35年頃より、

しいたけ栽培農家が増加してきた。

▲立てこみを終った枯木

64

▲乾 燥 ▲昭和47年、第一次林業構造改善追加事業

椎茸集荷選別場開設



炭 焼 き 

1昭和30年頃までは、燃料としては

なくてはならない存在であったが、

プロパンガスの普及により衰退の一

途をたどっている。



製材業流通懇話会

昭和60年 2月20日、製材業流通

懇話会が発足し 昭和60年 6月21

日より久万町共販として共同出荷

始まる。

昭和60年 9月より、本格的に東

京出荷が始まる。

V県森連へ第1回出荷

乾燥について講師惨

を招いての勉強会
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林業災害

台風19号による作業道崩壊
▼ (昭和62年10月)

久万町は、雪により多くの被害を受

けており雪に強い品種選定が、急がれ

ている。

1雪 害

(昭和38年1月)

▼林道の除雪
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久万木 業ま つり 

林業危機突破大会ト
(昭和60年)

▲記念講演
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▲間伐推進大会(昭和60年)

▲児童木工作品(昭和59年)

▲コンクール表彰式

▲参観者への製品についての説明

▲植 木
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木 業 教 育 

昭和61年5月、日曜林業学校

(昭和59年より行おれている。)

婦人林業教室

(昭和49年より行われている。)

さし木、接木の実技

婦人林業教室

枝打ち実習
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昭和62年9月

県外視察

北山、吉野方面



I 緑の少年 隊 

昭和54年10月

畑野川中学校に緑の少年隊結成

昭和55年11月

巣箱掛け

“緑を愛し

緑を育てる,,

昭和61年7月16日

久万、父二峰、直瀬中学校に緑の少年
隊結成される。

昭和62年1月18日

第1回愛媛県緑の少年団活動発表大会

畑野川縁の少年隊優秀賞受賞

昭和61年8月11へ13日

少年の森体験キャンプ
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久万林業振興に尽す

同 報氏(大正4年8月8日)

昭和37年11月23日、第一回農業祭、農林大臣賞(林業経営部門)

昭和46年3月8日、大日本山林会賞

昭和48年3月24日、木原営林大和事業財団賞

岡氏は、農村二、三男対策や零細農林家の経営改善など、地域の農林業振興に取り組み、所

有林においては、台杉仕立、複層林、磨丸太の開発など積極的に新しい技術の開発導入を進め、

常に久万林業の振興をめざして地域農林家の指導にあたっている。又、育林技術体系の作成に

は、自らの育林記録を公開し、その編さんと普及指導に中心的役割を果している。

相原佐加姓氏(明治40年7月11日生)

昭和45年9月25日、第9回農業祭、農林大臣賞(林業経営部門)

昭和45年11月23日、日本農林漁業振興会賞

昭和46年1月11日、愛媛新聞賞

昭和46年3月8日、大日本山林会賞

昭和48年3月24日、木原営林大和事業財団賞

相原氏は、小面積林業の集約経営に専念され、優良木材生産(上質無節柱材、磨丸太、大経

木)に努力されるかたわら、林業研修の指導に尽し、地域林業経営の推進力となって、地域林

業指導者として活躍している。

秋本 保氏(大正11年3月23日生)

昭和44年9月25日、第8回農業祭、農林大臣賞(林業経営部門)

昭和46年3月8日、大日本山林会賞

昭和48年3月24日、木原営林大和事業財団賞

秋本氏は、地方の造林事業、わけても枝打ち技術、枝打ち用錠の改良を進め、秋本式枝打ち

錠、木登器を開発、研究により枝打ち技術の普及に努力して、地域林業の指導者として、地元

林家の啓蒙指導に大きな役割を果してきた。

石丸 亨氏(大正15年6月2日生)

昭和51年7月、県林研協議会長賞

昭和55年5月、県知事賞(林業普及事業)

昭和56年8月、林野庁長官賞(第20回農林水産祭)

昭和62年9月、林野庁長官賞(第11回全国育樹祭)

石丸氏は、各林分毎の綿密な施業計画を樹て、育林日誌等の記録により作業工程の合理化を

図り、地域指導林家としての実証的役割を果たしている。

西岡忠義氏(昭和4年3月1日生)

昭和59年4月、国土緑化推進委員会理事長賞

昭和62年11月、林野庁長官賞(第26回農林水産祭)

西岡氏は、林内作業車道と搬出卓について研究され、地域林業にその新技術を走着させてい

る。又林業後継者育成にも積極的で、林研、婦人林業教室、日曜林業学校等の講師としても活

躍してきた。
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林 道
林道の開設により、間伐等の森林の保育が促進され、森林資源の有効利用又、久万林

業の経営の安定化が期待される。

1.林道開設ができるまで

工事中

施工前

2.利用効果

木材の集積

木材の積込運搬

闘
聾
聞

73

竣 工

間伐された山



現在までに開設された主な林道

昭和51年及び昭和53一昭和58年度施行

千本、河之内線

昭和54年一昭和55年度施行

芋坂線

昭和56年一昭和58年度施行

中組臭腺

74

昭和51年一昭和52年度施行

菅生、宮の前線

昭和54年及び昭和58年一昭和59年度施行

千子曲線

昭和59年一昭和62年度施行

本組線



木本 の 
九〇 出方法 

○駄馬による木材の搬出

郡内最期の駄馬

昭和55年5月直瀬(桜木峠)

テンコロを木材に打込

んで駄馬もしくは人力

で引っぼって搬出をお

こなった。

○モノレールによる木材の搬出
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本 内イ 乍業 車のいろいろ 

○キャタトラ(左上・上)

クレーン付自走式運搬車

○ミニクレーン車(左)

昭和46年ごろ使用された木材運搬車(タイヤ式)

デルビス
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昭和53年度

ツリーラック開発

現在多く使用されている木材運搬車

(キャタピラ式)機種が豊富である。



l町有林管理 |

78 

←採穂林

↓穂木採取

育百畑でさし木百にする

←直営育苗畑

〆↓昭和55年度、上畑野川の銭々川山植栽

まで全て直営生産苗にて植栽

挿付本数毎年8，000本(タカナワ、イヨ

スギ、沖ノ山、シノくハラなど)
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植栽

地t存えのあとへ植栽

1ha当5，000本植(150本/人)

尾根筋に病害虫・風害・火災防備の

ため雑木を残す。

⑦副木立て (通直材の育成)
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下刈

成長を良くするための草刈

1
V
 

ル
」
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一
落
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枝
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一
泥

枝

枝一

⑤

⑤
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除間伐

皆伐

昭和54年度迄
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二段林 (択伐林)

多段林経営も行っている 。

82 

良質材生産

枝打林分

⑦ 上野尻池ノ峠山

66年生。成林



l町有林直営作業道l

作業道補修

直営作業道(林内作業車道)開設

昭和62年度から町有重機を利用して、

W=1.5mの作業路を開設し、生産費等の

軽j戚をはかっている。

直営作業道開設
フ
Jレ

了 W=3.6mの簡易作業道を開設している。
昭和54年度から町 機を利用して、

(
パ
ッ
ク
ホ
ウ
)

作業道砂利敷

小型パックホウ
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|言己念植樹l

84 

合併20周年記念植樹

昭和53年度、 露峰ヒキチウ子

山1.68ヘクタールにスギ7，200本

ヒノキ800本植栽する。

昭和60年度

国際森林年記念植樹

町有林タルガ谷山において緑

の少年隊による植樹
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県立上浮穴高等学校(林業課)

実習地

上野尻池ノ峠山

ヒノキ次代検定林

⑦昭和47年度植栽

② 昭和63年度林分(16年生)



百式 思食

~ 

.. 

s-

本木

喜多 1号

町有林においての各種試験林の設置

シバハラ ・サンブ・タカナワ ・クマヤ

マ ・イヨスギなど試験している。

86 



lイヨス山整備l

毎年 3月、西明神創作館と

久万町で整備

イヨス山焼

イヨダケ刈取
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幼 d会、
寸3 木の大敵

←ウサギによる

被害木

ワナによる野ウサ

ギの補佐 → 

(ノウサギの削除事業)

ネズミの薬剤散布→

ネズミによる被害木

ネズミの被害を受けて傷が

なお った木

88 

三〉



松くい虫被害対策

松くい虫の被害が進み

葉量が少ない

古岩屋にて

‘匂助命綱陶町-_‘"・町ー・ー・刷凶“畑、命町内・

被害木

昭和56年度より防除

② 昭和56年度より地上散布

⑤昭和59年度薬剤注入によ

る防除

昭和61年度よりヘリコプターによる防除

(空中散布)

カミキリムシの幼虫

松くい虫の被害と対策について
協議

笛ヶ滝公園にて

景勝地 古岩屋 笛ヶ滝公園
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キジの放鳥

90 

昭和49年度から毎年キジの放鳥

をイ木5胤区でおこなっている。昭和

63年度は200羽(雄100羽、雌100羽)

の放鳥をおこなった。



枝打作業

ふるさとの森事業

現地説明会 ふるさとの森案内板

ふるさとの森 (分収林事業)

直営町有林の約10%に当る78.01haを対象としてl口30万円で

会員を三次にわた リ募集し 、全国27都道府県の会員と983口830

人の分収契約を締結した。

契約内容は、 町有林を評価し、森林の造成に要する費用を久

万町と出資者が半額ずつ出しあい、20年後に伐係を実施し、 収

益の半額を出資額に応じて支払つ 。

一次 二次 三次 計

面積 34.991u1 3108ha 9.941u1 78.0 11u1 

樹笹 見ギ・ヒノキ スギ・ヒノキ λギ ・ヒノキ

林令 25. 28年生
21. 22. 21 24 

21. 25年生 21-30年生
26. 27. 30 

本軍E 87.475本 85.975本 21868本 195.318本
2. 500本伽 2. 600彰1ra 2. 200本レ官a 2. 500本〆初

Z平価額 307.000剤 229.200桐 60.600 f刊 596.800千円

91 
枝打作業後の林分



久万町森林組合

A昭和41年 3月lS日

川瀬、父二峰、久万森林組合合併、

久万町森林組合として発足。

昭和41年 3月15日、 久万、川瀬

父二峰森林組合が合併して、久万

町森林組合が誕生した。

現在、組合員1，285名て¥特色あ

る久万材として販路を求めて、木

材供給基地作りに努めている。

企昭和47年久万町辻へ

本所移転

A昭和61年原木市場、落合へ移転

92 

4昭和55年

林業構造改善事業に

より 国産材加工施設

完成

一??
?ーミ

習
塾

A昭和63年、木工プラザ

クマシンオープン

木L加工、しいたけ直売所



ヽ∠ 漢王案 

久万町森本 I 
∴
口 歴イ ℃役員 

井部 栄治
久万森林組合組合長
S25,6- S41.3

久万町森林組合組合長
S41.3-S61.10

井口利太郎
父二峰森林組合組合長
S39.5へS41.3

渡部 累長
川瀬森林組合組合長
S35.5へS38.5

山本 満天
久万町森林組合

専務
S41.3-S45.12

関井 着払
久万町森林組合
常務S46.4-S51.5

専務S51.5-S61.10

組合長S61.工0-現在

小塙真一郎
川瀬森林組合組合長
S33.4へS35.2

段ノ上 明

川瀬森林組合組合長
S38,5-S41.2

久万町森林組合
常務S42.5-S46.3

専務S46.4-S49.10

竹内 友長
久万町森林組合副組合長
S42.5-S46.3

S50.7-S52,5

93

竹井 薫
父二峰森林組合組合長
S28.6へS39.5

日野 哲
川瀬森林組合組合長
S35.2-S35.5

同 報

久万町森林組合副組合長
S41.3-S42.5

高岡 文雄
久万町森林組合

常務S52.7-S61.10

専務S6l.10一現在



国道33号線

久万町を走る国道33号線

町内を走る旧国道33号線
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支う更 完斤 庵酎

十
八
日
数
立
さ
れ
だ
上
浮
穴
郡
久
万
町
の
町
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
た
綬
立
総
会
に
は
、
.
愛
縁
県
か
ら
上
浮
穴
部
の
五
町
村
、
松
山

・
高
、
伊
予
郡
砥
部
町
、
高
知
側
か
ら
吾
川
村
、
越
知
町
な
ど
、
沿
線
関
係
士
一
高
町
村
の
首
長
、
議
長
、
過
当
課
長
ら
三
十
八
人
か
出

席
.
全
の
規
約
、
.
事
業
、
役
員
な
ど
を
決
め
て
、
園
や
関
係
機
関
に
早
期
整
備
を
働
き
か
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

国道33号線整備促進期成同盟会設立総会
S.6○○11,28 於久万町役場

国道33号線整備促進期成同盟会設立趣意書

国道33号線は、愛媛・高知の県都を結び、沿線12市町村の産業経済等発展に

多大の役割を果すとともに、広くは九州・中国と四国さらに瀬戸内と太平洋を

結ぶ)レートとして進展社会の需要に応えてまいりました。

本路線は、昭和34年度、第2次道路整備5箇年計画により着手され、 9箇年

を経て昭和42年度に現在の線形として完成されたものです。

しかしをがら、完成以来18年の経過は、飛躍的を産業構造の進展に伴をうモ

ータリゼーション社会の出現で、四国西南幹線道路としての機能を果せをい状

態とをりました。

このため、関係市町村が一丸と有り、郷土発展の根幹とをる33号線の全面的

整備を促進すべく、ここに,国道33号線整備促進期成同盟会を設立しようとす

るものであります。
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昭和60年11月28日



国道33号線整備促進

総 決 起 大 会

億
な
ど
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

国道33号改良へ関係者300人を結集した総決起大会

二美川村環境改善センター. S,61,2.16

擬露等塁欝謹窪篤繕震薄絹
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
が
「
四

国
の
道
路
整
備
を
重
点
的
に
行

う
」
「
三
薮
ト
ン
ネ
ル
に
調
査
費

を
」
一
綿
号
は
四
国
の
中
で
最
も
遅

れ
て
い
る
国
道
」
な
ど
と
述
べ
た
。

議
事
に
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り
、
▽
防
災
工
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▽
バ
イ
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期
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、
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諌
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膚
▽
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ン
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早
期
構
想
促
進
な
ど
を

全
会
一
致
で
決
裁
。
こ
の
あ
と
、

総決起大会に結集した関係者
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進



予算
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郡内のドライバーに配布して自動車にてのP.R



陳 d情 主日

之久色
紙管!手

松山市・砥部町・久万町・面河村・美川村・柳谷村・小田町

高知市・伊野町・日高村・佐川町・越知町・吾川村・仁j定村
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|国道380号線

真弓隠道の貫通を祝って固い握手をする
久万町長河野修・小田町長林興一郎 8.61.8.28. 

昭和11年11月に開通の旧真弓トンネル

真弓随道の貫通を祝して鏡聞をする関係者
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圏
園
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襲
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翳
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謹

昨
今
∫
. 関
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囲
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′
○
○
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圏
園
態
讃
欝

聾
蒙完成した新しい真弓隊道 S.63.4.5.

竣工を祝ってテープカットする関係者 S.63,4,5
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旧道と走り良くなったパイパス380号線
橋詰地区

完全に2車線自歩道もついた380号線
中村附近 8.62.完成

101 

380号線露峰工区に6本の橋が架設
最大の橋(大元橋)L= 53 m 8.63. 

花壇もつきドライバーの気持を落付かして
くれる道路真弓隠道附近 8.63.



久万町・広田村を最短で結ぶ路線調査

をする関係者 8.60.6.6. 

102 

~110110110 1I 011011 日 11 日 11011 日 11011011011011日 11011011 日 11011 日 11011011 日 11 日 11 日 11 日 11 日 11略

~ 1目、 z
Z 矛Eミ""-ロ一 -

~ L Eヨ.h上J-， -r::-岳向 ロ
~ _J_J毛脚下ノ、ノJiI女k ~ 

弘 11日 11011 日 11011011日 11 日 11 日 H 日 11011011011011011 日 11011 日 110川 l旧 11011 日 11011011 日 11 日 II~



全線の早期開通に向け協議する
総会 8.60.6.ふるさと村にて

改良され架け替された新葛城橋附近
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改良後のタラタラ水附近



県道 l

主要地方道 西条・久万線に住民待望の隠道開通

開通を祝つての神事 (8.46，) 

改良済の西条久万線

整備された道路 ふる里村入口附近

104 

user
タイプライターテキスト
西条・久万線



105

user
タイプライターテキスト
町道



user
タイプライターテキスト
tyoudou

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト
町道（併用林道）梅ケ谷線



霊場44番大宝寺に通ずる道路大坊線 S.58年 施工前

施工後 歩道も同時施工
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除雪により通行可能に

施工後
108 



橋

施工後 P.c橋で架設し=30m、 8.54年

施工後完成したP.c.橋 L=17m 
5.62年
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三世代夫婦渡り初め

工事中の久万大橋
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災
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松山一高知を結ぶJR (久万駅)

図iIロIl=lIOl1ロI1011ロ1皿I警
⊂⊃

亡つ

と⊃

⊂⊃

⊂:⊃

i二つ

運

輸

間伐材を利用した停留所
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配達に出発

畑野川郵便局

直瀬郵便局
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父二峰郵便局



防災無線システム

防災の指示をする指令車
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N丁丁

今は見られない手動交換手

明治32年頃の受話器
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N丁丁久万局

人影が見えない現在の交換機

プッシュホンに変わる(昭和48年)



i公営住宅 i

昭和28年頃建築の住宅(直瀬)

露峰 (8.63年完成)
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高級マンション風の住安団地 (8.62年完成)

フロック平屋建の初まり 春日台団地

(8.43年完成)

二階建の野尻団地 (8.55年完成)
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-.tfけ

東明神中組集会所 (8.57年完成)

本組集会所 (8.62年完成)
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集 ~ ~ 所

露峰中組集会所 (8.58年完成)



近代的な現在の斉場 (8.55年完成)
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ふるさと旅行村

‡韓干音平:

ヰ喜一奪∴ 波

音音臆擬音プ音

撥懸綴隠灘鵠



オープン当初のぶ、るさと村周辺の山林

自然体事業(歴史館、民家、辻堂、食堂等)52年オープン

農構事業(民家3棟) 56年

満貫御礼ぶ、るさと村

展構事業(体験実習館) 56年オープン
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●自然休養村事業(昭和48年一53年)

自然休養村管理センター落成式典

久万高原特産物加工組合(昭和50年)

自然体墓相管理センター(昭和53年)

きのこ園整備事業(昭和48年)

●家族旅行村(昭和56年-58年)キャンプ場、ピクニック広場、ケビン、管理棟他
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ふるさと村のイベント(ふるさと体験)

マスのつかみどり

豆腐づくり

わらじづくり

オリエンテーション一等賞

キャンプファイヤー

国際親善交流会
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名 勝「古岩屋」

古岩屋「摸岩崎」

杖立さん(昭和49年4月)

古着屋休憩所、食堂
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古岩屋荘起工式(昭和49年1月11日)

古着屋荘オープン(昭和49年11月)



不動尊(住吉神社のガヤの一木づくり)

建設当初の国民宿舎

休憩所での特産品販売

現在(昭和63年)の国民宿舎
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(昭和60年4月)不動尊落慶1 0周年式典



憩いと潤いの場 自然公園

●名勝「古岩屋」認諾月7日

●笛ヶ滝公園(水と緑の憩いの場)

トイレの新設

(昭和52年)

●皿ケ嶺連峰県立自然公園
昭和42年1月25自 県指定自然公園

美しいブナ林

キャンプ場

毎年、 7月1日にはお山

開き。久万町では、山道

の草刈や、トイレの維持

管理に努めている。

古い休憩所の修繕
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トイレ新設(昭和51年)

(昭和52年)新設になった水上休憩所



●千本キャンプ場(昔は競揚場、今はアウトドアライフを楽しむ場に)

戦後には革競揚場としても使用されて

いたが、現在では、アウトドアーライフ

を楽しむ家族や、若いグループ、サーク

ル活動の広場として町外、県外からも多

くの人々が来町され使用している。夏に

は申し込みが殺到し、土・日は団体で満

員となる。

休
憩
所

キャンプを楽しむP丁Aの団体



㊨四国のみち

三三三三三‾≡

古着屋周辺の川辺

昆虫採取を楽しむ子供達

高野休憩所
四国のみちオープン(昭和57年4月23日)

藩蒙翼
邪雪

懸

縫
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観光農園
久万町では、ふるさと村や古岩屋程などの観光施設

の整備に伴をい観光りんご園を中心とする、観光農園

が畑野川地区を中心に整備されてきた。

いちご、とうもろこし、くり、なし、さつまいも、ぶど

う、りんご等、久万高原の秋は味覚でいっぱいである。

ふるさと村りんご園オープン(昭和54年秋から) 久万高原に花咲くりんごの花

久万のりんご園の普及には高知県土佐町の伊藤正土さん

の指導によってスタートした。オープンにはトランぺッ りんご研究会(30人)栽培面績約10

トの演奏で華をそえて下さった。 (昭和51年へ)

りんごの手入れ

とうきび狩り

ha 40万個(昭和63年現在)

りんご研究会も昭和58年から活動

観光りんご娘(昭和61年-)
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りんご狩り



●ふるさとの森会員制度
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㊥都市と農村の交流事業

ふるさと農園(昭和63年-)

「ふるさとの森会員さんと交流」 (昭和61年-)
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久万町の主な観光施設

昭和49年-

昭和60年-
134



納涼まつり (昭和44年からスタート 63年で第20回)

久万おとり 昭和48年からスタート

毎年盛大になる花火大会

の商店街の見せ物心っくりもの。

開闘

醗闇
ノ≒音臆音翳轍



オープニングパレード(久万小笛鼓隊)

祭に華をそえる陸上自衛隊
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商店街を彩る七夕かざり(昭和48年)

名人のおとり

ミュージックナイター



.久万山御用木まつり r300年ぶりに復活J (昭和59年---)

松山城築城に際し、久万山材

が城普請の御用材として調達さ

れた。その時に、取 り行なわれ

た儀式が久万山御用木まつりと

なって昭和59年に復活した。

ちびっこ丸太もわっしょい

久万山御用木まつり優勝 一番柱

昭和59年野尻組

昭和60年直瀬い組

昭和61年 直j頼し可組

昭和62年畑野 川

昭和63年二名は組

.三坂馬子唄全国大会(昭和60年，_，)
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久万山御用木まつり(昭和59年--)

久万山の馬子が松山の城下まで

年貢、生活物資を運んだ時に唄

われた馬子唄。

昭和60年から全国大会として納

涼まつりに登場。

馬子唄のおどりもつくられる



●新しくオリジナルな『久万おとり』 (昭和61年-)

小丸太鳴らしてひょいとこよい心

久万おとり競演大会

おとりの研究に高知のよさこい踊り参加

優勝旗授与(久万町婦人連)

おとりを盛り立てる演奏

138

仮装大賞優勝?



久万町商工会

1 。歴代会長

初代会長

嶋村 忠義
二代目会長

水谷 清一

2。総会及び役員会

商工会総会

3.駐車場の整備

マイカー時代に対応し

町内商店街に3ヶ所の公

営駐車場を設け、買物客

に利便を提供、その管理

運営を行をう。

三代目会長

篠崎 隆美

四代目会長

高岡 晋作

五代目会長

佐伯 正俊

商工会は昭和36年2月

商工会法の制定に伴い、

任意団体としての久万商

工会を発展的に解散し、

会員数284名で設立され

た。

優良従業員表彰式

役員研修

S.5〇年 第三駐車場
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S.63.第三駐車場



4.商庖街活動

七夕笹飾り

{ 
て7町商 j苫連盟ひ、づ

昭和36年より商工会の主催で開催されていた

花火大会は昭和44年より久万町納涼祭として久

万高原の夏の風物詩として定着し、町内外から

多くの見物客でにぎわうようになった。

土曜夜市もその頃から盛んになり、町内の各

所に夜庖組合が設立された。

金魚すくい 町立病院売庖
(商工協同組合)

商庖街の街路灯は町

条例に基き、昭和51年

第一期工事として76基

が設置された。

S.59. 大型庖出庖説明会

S.61. 町内の駐車場 4ヶ所に無料の
レンタサイクル20台を設置
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商工会青年部は次

世代の久万町商工業

の担い手である若人

の組織として昭和42

年7月に設立された。

青年部活動5. 

婦人部との合同による
奉仕活動

8.52. 先進地研修8.53. 

土曜夜市

8.54. より 2年に 1度の
ペースで発行されている上
浮穴郡電話帳

せり市チャリティー

若手経営者 5人の
共同出資による上

浮穴郡内の特産品
.土産品を販売す

る高原銘産庖

こ
ど
も
広
場
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高原銘産庖8.55. 



6。婦人部活動

参加者も多い簿記講座

商工会婦人部は

昭和48年12月設立

され、中小企業長

官賞を受賞するを

ど、その活動は活

発で県外からの研

修も多い。

山口県 由宇町からの視察

三園/言霊二華聖二
身も心もリフレッシュ 3B体操

土曜夜市 たこ焼き

S.63.花いっぱい運動

S,55.久万町商店街

の共通のお買物袋を作
製
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先進地研修

いもたきの夕べ
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